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一
〜して 下さ い 1 とい う要請の 要求言語 と 1〜しない

で下さ い」 とい う禁止 の要求言語 で は、聞き手 の 非言語

行動 に 与える効果は異な る の だろ うか ？こ の 問題 を検討

する に あた り、以前我 々 は大学生を対象 に実験を行 っ た

（佐藤 ・森山、1999）。そ の 結果、t つ の 要求言語 に は

機能的な差異がない こ とが確認された，しか しながら、

大学生は、実験場面の よ うな フ ォ
ーマ ル な場面で は要求

者 の 要求 に従う こ とが過去に 強化されて きた と考えられ、

こ の よ うな随伴性 が 前回の 実験結果 を もた ら した 可能 1生

が考 え られ る。した が っ て、そ の よ うな強化 ヒ ス トリ
ー

を持たない と考えられ る 幼児を対象に して 、t つ の 要求

言語 と非言語行動 の 関係を検討する 必要がある．そ こで

本研究で は、幼児 を文橡 と したボタ ン押 し課題 の 実験を

行い、要請の要求言語 と禁 止の 要求言語 の 機能的な差異

に つ い て検討す る b また、イ ン ス トラ ク シ ョ ン と して ケ

え られる要求言語で記述され るル ール が随伴性に対 して

真で ある 場合 と偽で ある 場合の 、聞き手の非言語行動 に

与える効果 の 違 い に つ いて も検討する。

　　　　　　　　　　　方法

纓

　被験児は 4歳 1 ヶ 月から 6歳 1ヶ 月の 5名であっ た 。

これ らの 被験児を、真 の インス トラク シ ョ ンが与え られ

る T 群に 3 名 （男子 2名、女子 】名）、偽 の イ ンス トラ

クシ ョ ン が与え られる F 群に 2 名 （女子 2 名） に 任意 に

分けた。

実験装置 ・材料

　実験は常磐大学 の 実験室 に おい て 行 わ れ た。こ の 実験

室 は 互 い に 隣接す る 二 っ の 小部屋 に分かれ て お り、そ の

一
方 に実験制御用 の コ ン ピュ

ー
タ （Apple 　Macintosh

I’erforma 　6410）を設置 した。こ の コ ン ビ：t
”

夕に刺激

提示用 の 15 イ ンチ の拡張モ ニ タ （NANAO ，　Flex　Scarl

E35F ）、オペ ラン ダム で あ るゲ
ー．ム パ ッ ド、フ ／

一ドバ

ッ ク 音提示用 の ス ピ
ー

カを接続し、こ れらを被験児が実

験を受けるもう　・
方 の 小部屋 に設置 した 。 さ らに、被験

児 の 行動記録 の ため の デジ タ ル ビデオカメ ラ （SONY

DCR −TRV 　IO）を実験室 に設置した。実験プロ グラ ム は

日本語版 Future 　Basic　H （5TAZ 　Software）に よ っ て 作

成された。また、被験児 の 課題遂行 に対す る強化子 と し

て の シ
ー

ル と、そ れ を貼る た め の 台紙を用 意 した。

手続き

　本実験 で 被験児 に 与えた課題は 、ゲーム パ ッ ドの ボタ

ン を押すこ とに よ っ て 、モ ニ タ画面 に表示され る ア ニ メ

キ ャ ラクタ
ー

を完成させる こ とであ っ た、、実験は、各被

験児 に対 して 個別 に行われた、まず被験児 に対 して 、課

題 に つ い て の 教示 を行っ た。こ の教 示 内容は、全て の 被

験児に対して共通で あっ た。こ こ で、画面に表示 さ れ る

キャ ラ クタ
ー

の 絵 を完成 させ る ため にゲ
ー．
ム ハ ッ ドの ボ

タ ン を押す こ と と、絵を完成させ た らシ
ー．
ル を獲得で き

る こ とを教示 し た。この 共通 の教示 のあと、群ごと に異

なる 内容 の 教示 を被験児 に対 して行っ た。T 群 の被験児

に は ［画面が赤色 の 時 にはた くさ ん ボタ ン を押 して．、画

面が青色 の 時 に は た く さん ボ タ ン を押して はだめだよ 1

とい う随伴性に対応す る 真 の 教示を行 っ た。T 群 の 被験

児 に は 「画面が赤色 の 時 に は た く さ ん ボタ ン を押 して は

だめ。画面 が 青色 の 時 に は た く さん ボタ ン を押 して 」 と

い う随伴 陛に対応 しな い 偽 の 教示 を行 っ た s こ れ らの 個

別 の教示 は、実験開始前 と各セ ッ シ ョ ン の 開始時に行っ

た。

　上 記 の 教示終了後、実験を開始 した。被験児は刺激提

示モ ニ タが設置 された机 に向き合っ て座り、実験を受 け

た。実験中、実験者は常に被験児 の そばにい て、被験児

が うまく行動で きな い とき に言語的な ブロ ン ブ トを与え

た、

　実験は、mult ．　FRIO ・DRI −5 秒 ス ケ ジ ュ
ール の 強化期

と mUlt ．　EX ／1
’・F．XT ス ケ ジ ュ

ー一ル の 消去期の 2 フ ェ イ

一118 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Association for Behavior Analysis(JABA)

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assooiation 　for 　Behavior 　Analysis （JABA ｝

ズで構成された。試行開始と共に、画面上 に 4 分割され

た正 方形が表示された．強化期におい て は、こ の 正 方形

は ス ケジ ュ
ー

ル コ ンポ
ー

ネ ン トが FR の 時に は 赤色、

DRL の時には青色であっ た。被験児が ス ケジュ
ール に対

応 したボタ ン押しを行う と、4分割された正方形 の
一
部

分がキ ャ ラクタ
ー

の絵 の
一
部 に変化 した。四 つ の 部分が

全 て キ ャ ラ クタ
ー

の 絵 に置き換え られて 全体の絵が完成

した ら、チ ャイ ム音が提示され、実験者からシール が与

えられた。その後、再び絵は除去されて 赤色 、または青

色の 正 方形に置き換えられ、コ ンポーネン トが終了する

まで 同じ課題 の 試行が繰 り返された。各ス ケジ ュ
ー

ル コ

ンポ
ー

ネ ン トは 30 秒で、二 つ の コ ンポ
ー

ネ ン トの対を

1 ブロ ッ ク と した。 3 ブロ ッ クを 1セ ッ シ ョ ン とし、強

化期で は これを 3 セ ッ シ ョ ン行っ た。

　強化期終了後、10 分聞の休憩の後に、実験は mUlt ．

E澗     ス ケ ジ ュ
ール に よる 消去期へ 移行した 。 消

去期で は、どち らの コ ンポ
ー

ネ ン トに お いて も、被験児

がボタ ン を押 して もキ ャ ラ ク タ
ー

の絵は
一・

切表示 さ れな

か っ た。ただし、弁別刺激で ある 正 方形 の 色 （赤 色か 青

色）は、強化期 と同じよ うに 30 秒 ごとに切 り替 えられ

た 。 消去期では、3 ブロ ッ クか らな るセ ッ シ ョ ン を 2 セ

ッ シ ョ ン を行っ た。

　　　　　　　　　　 結果と考察

　 T 群 の 3名 の 被験児 の うち 2名が、強化期 で は FRIO

コ ンポ
ー

ネ ン トで高い反応率を示 し、DRL5 秒コ ンポー

ネ ン トで 低 い 反応率を示 した。こ の 反応分化は消去期に

移行 して も維持された 。 F 群の 2 名の 被験児の場合、強

化期に お い て は DRL5 秒で高い 反応率を示 し、　 FR10 で

低 い 反応率を 示 した。その 後 の 消去期に おい て も、この

反応分化は維持され た 。す な わ ち、上 記 の 4 名は教示 に

従う 反応を示 した と言 え る。T 群 の 残る 1名は、強化フ

ェ イズに お い て も消去 フ ェ イズ にお い て も、反応分化を

ほ とんど示さなかっ た、

　以 上 の 結果か ら、5名の被験児の う ち 4 名が教示 に従

う反応を示 し、こ の反応は消去 フェ イズで も維持され た。

すなわちこ れらの被験児は、　 「〜して ね 1 とい う要請の

要求が行われた コ ンポー．一
ネ ン トにおい て も、 「〜し て は

だめ 」 とい う禁止 の要求が行わ れ たコ ンポ
ー

ネ ン トに お

い て も教示 に従 っ た反応を示 した。この こ とか ら、これ

ら 4 名の 被験児 の 場合は、非 言語行動 に及ぼす要請 の 要

求と禁止の 要求が 機能的 に 同 じで あっ た と言え る．：これ

に対 し、残 る T 群 の ユ名の 被験児 は、強化期と消去期を

通 じて 弁別刺激の 違 い に よ る 反応分化を示さなかっ た 。

他の 4 名 は、弁別刺激が青色 の時 の 反応率が 0 に 近か っ

た の に対し、こ の 被験児は、弁別刺激が青色の 時 に も、

赤色 の 時と同程度 の反応率を示 した。こ の 結果 は、　
「

画

面が青 の 時にはたくさん押して は い けな い 1 とい う教示

が機能して い なか っ た こ とを意味す る。したが っ て こ の

被験児の結果か らは、要請 の 要求 言語に比べ る と、禁止

の 要求言語は非言語行動に対する制御力が弱い と言える。

この被験者は本実験におい て最年少で あっ た こ とか ら、

教示 による非言語行動 の制御の年齢差が示唆され る かも

しれ な い 。 ただし、こ の ように結論する に は、今後、年

少の幼児に お い て 同様 の 傾向が見 られる か どうか確認す

る必要があるだろ う。

注 ：本研究は中久喜靖子氏の 平成 12 年度卒業研究をも

と に したもの で す 。 デー
タを提供 して くださっ た中久喜

氏 に感謝い た します。
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